
第７０回東海北陸ブロック PTĄ研究発表大会 岐阜大会 in 下呂参加報告 

（10月 24日 第３分科会参加報告） 

第７０回東海北陸ブロック PTĄ研究発表大会 岐阜大会 in下呂が１０月２４日２

５日に行われ、市 P連役員が６名参加しました。 

１日目は市内６つの会場に分かれ各地で分科会が行われ私たちは第３分科会 学校

支援 Ąに参加しました。 

前半は２校の研究発表を聞きました 

① 学校支援を積極的に進めよう。～「笑顔の心があふれる学校づくり」を支える活動 

a． ゼロの日に交通立ち当番 

b． PTĄバザーを行いそのお金で子どもたちのマラソン大会の時に豚汁やぜんざい

を振舞う活動。 

c． PTĄ合唱団として文化祭参加 

d． 手作りカーテン行い環境作りに協力 

② 減りゆく子ども達支え合う地域～小規模校だからできる PTĄ活動～ 

a． 家族参観 本気のラジオ体操・元気のてつめいクイズ大会・根気の清掃活動 

b． Hot Heartてつめい 地域の方に講師になって協力してもらって作り上げる授

業。 

後半はパネルディスカッションを行い会場にいる方たちも参加しました。 

どんな学校でも学校だけでは成り立たない。子どもと学校。そこを保護者と地域が

一体となって支えている学校は広がりある学校生活が子どもも保護者も地域に根差

した環境となっていて素晴らしいなと感じました。ただいろいろな事情をかかえた

方や協力的な方ばかりではない中で如何に学校支援に協力し、活動を提案していけ

るかが問題ではないかと感じました。できることからはじめたいです。 

藻谷美智代 


